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研究成果の概要：公立中学校の英語の授業で、グローバルシチズンを目指す中学生版「国際共修」の理論を構築
するために、実証研究によってどのような授業が有効であるかを明らかにすることを課題とした。そのため、中
学校2年生の英語の授業で、スロバキアなど数ヶ国の学生と、異なる学習形態での国際交流を設定し実施した。
国際的志向性を測定するアンケートなどから効果の比較を試みたところ、交流方法の違いによって、異なる力や
国際的な志向性を育むことができることが明らかになった。

研究分野：グローバル・シティズンシップ教育　
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで、中学校の英語教育において、現実の世界で英語を活用するような実践的なアプローチについて、その
効果を実証した研究は少ない。本研究の成果は、一般的な公立中学校の学習者が、クロームブックを使用して国
際交流を行うことが可能であり、しかもその効果が高いことを示したことだ。また、交流方法を選択し、学習者
に育成したい資質・能力に的を絞って的確に身に付けさせることができることも明らかにした。すなわち、クロ
ームブックを国際交流に有効に活用する方法を提示したことは、GIGAスクール構想が掲げる「個別最適な学び」
と、教育振興基本計画に掲げる「グローバル人材」を育成することに貢献し、教育的に大変意義深い。
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１．研究の目的 
本研究の目的は、中学校の英語の授業でグローバルシチズンに必要な力を養成するために、
どのような授業が有効なのか（ないのか）、授業内容と指導方略の理論の確立を目指すことであ
る。具体的には、複数の海外協力校と、オンラインやメールで文化交流や課題解決型学習を実
施する。そして、共通の指標を用いて、授業の有効性を包括的に評価する。使用する題材を日
本の生徒が使用している英語の検定教科書の中から選択し、授業の延長線上にオンライン学習
を設定することで、現場で実践可能な中学生版「国際共修」を提案したい。 
  

２．研究成果 
（１）研究と実践の方法 
国際共修とは、言語や文化背景の異なる学習者同士が、多様な考え方を共有、理解・受容し、
自己を再解釈し新しい価値観を創造する意味のある交流をする学び合いである（末松他，2019）。 
本研究は、学習形態の異なる国際交流を実践すれば、学びの効果も異なるのではないかと仮説
を立て、授業効果を量的データ（アンケート）と質的データ（学習者の振り返り、インタビュ
ー）から比較・検証した。また考察を元に、中学生版の「国際交流」の授業を提案したい。 
研究の枠組みは、Yashima（2019）のコミュニケーションによる意欲の概念である Willingness 
to communicate(WTC)を使用した。そこでは、国際社会に対する態度を「国際的志向性」と 
WTC につながるとした。交流期間は、2021 年 9 月～2022 年 3 月で、学習者は、仙台市内の公
立中学校の 2年生の 5クラス約 140 名であった。交流校は、国際 NPO 法人の iEARN 会員である、
ジョージア、スロバキア、イラン、モルドバ、台湾の小学生から高校生の幅広い年齢の学生で
あった。当初は全 5クラスに対してタイプの異なる交流方法を実施していたが、実践が進むに
つれてその境界があいまいになったので、特徴が顕著であった Aと Bの 2クラスを研究対象と
した。A クラスは、5，6 人のグループによる同期型のオンラインでの活動、B クラスは、海外
の生徒と 1 対１で非同期型のメール交換であった。A クラスは、自己紹介とそれぞれの国の文
化紹介をし、グループで課題解決型学習を実施した。B クラスは、１対１で交流相手と趣味や
日常生活についてメールでのやりとりをした。 
 
（２）研究結果 
① 国際交流タイプの違いによる学習成果 
タイプの異なるAとBクラスの国際的志向性の変化を調査するため、前述したYashima(2019)
の国際的志向性の 4因子を指標としたアンケート、①身近な異文化へのリアクション（「レスト
ランや駅で困っている外国人がいれば進んで助けると思う」など）、②国際的な仕事に対しての
興味（「外国で仕事をしてみたい」など）、③違いに対する反応（「習慣や考え方の異なる人と、
協力をして物事をするのは楽しい」など）、④海外の出来事に対しての関心（「外国に関するニ
ュースを良く見たり、本をよく読んだりする」など）を行った。グローバルシチズンを測定す
るこのアンケートは 7件法（１．強く反対～７．とても賛成）で全 20 項目であった。結果は、
オンライン交流をした A クラスでは、②「国際的な仕事に対しての興味」が、3.71 から 4.35
にポイントが上昇した。 メール交換をした B クラスは、③「違いに対する反応」が、4.64 か
ら 5.13 にポイントが上昇した（図１を参照）。両クラスに、交流の楽しさを 5件法（1.全く楽
しくない～5.とても楽しい）でアンケートしたところ、それぞれの平均値は、Aクラスが 4.64、
B クラスが 4.57 とポイントが同程度であったため、交流への好き嫌いからの、学習効果への影
響はなかったと判断した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 図１ Aと Bクラスの国際的志向性の変化 
 
次に、両クラスの学習者にインタビューをし、国際交流タイプの違いによる学習成果につい
て、さらに詳しく調査をした。その結果を、交流タイプ別に長所と短所をまとめた（図 2参照）。
以下は、アンケート調査とインタビューから、それぞれの交流の効果に対して行った、筆者の
考察である。A クラスでは、オンライン交流の即時性や、すぐそこに交流相手がいる臨場感か
ら、自らが海外で仕事をする姿を想起させ、それが実現可能であると思わせる効果があったの
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かもしれない。B クラスは、交流相手との１対１の親密さと、メールの媒体的特性から交流者
との物理的な距離を近くし、異文化を受容する態度が高まったと分析した。以上の結果は、ど
のような資質・能力を育てたいかは、交流タイプを選択し実施すれば可能であることを示すで
あろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
図 2 A と B 交流別の短所と長所 
 
② ジョージアの生徒との比較 
本研究の日本の学習者の全体傾向を把握するために、ジョージアの学生(n=26)と日本の 5ク
ラスの学習者(n=139)に対し、それぞれの交流終了後、国際的志向性のアンケートを 7件法で行
った。結果は、ジョージアの学習者の国際的志向性の高さが際立っていた（図 3を参照）。ジョ
ージアでは、7 歳から英語学習をスタートし、複言語教育を目指し、欧州の他国での勤労も視
野に入れて学習をしている。改めて、日本での異なる人種・文化間の接触が少ない環境が、言
語教育に大きく影響していることを感じた。また、両国の学習者のインタビューでは、ジョー
ジアの学習者は、日本文化への興味、日本人学生の人柄に対する感想が多く、英語力の向上を
目標にしている学習者は見られなかった。それに対して、日本の学習者は、英語習得とジョー
ジア文化に対する感想が半々見られ、両国の交流に対する目的や興味がそもそも異なっていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 ジョージアと日本の学習者の国際的志向性 4要因の比較 
 
（３）まとめ 
国際交流の効果を分析し検証した結果、非同期型のメール交換の活動は、異なる相手の考え
や文化を受容する態度を高め、顔の見えるオンライン交流は、海外へ行ってみたいという外向
き志向を強くすることがわかった。どちらの態度・志向性も重要であるため、両方の交流形態
を授業に取り入れることが理想であろう。また、中学生にとって、文化交換レベルの交流は可
能であったが、学びを「国際共修」まで引き上げるには、双方の国際交流に対する期待のレベ
ル、目的、英語力、学力、学習環境など様々な違いを克服していくことが必要であろう。 
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